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従来の連続繊維シート接着工法に比べ、アウトフレートを緊張

することにより、コンクリートにプレストレスを導入することが可

能で、少ない補強材董で大き泥一一強効果を得ることができます。
緊張材として薄し、ＣＦＲＰプレートを使用しているので袖一強後の外

観形状、断面変化がほとんど無く、特にＲＣ・ＰＣホ□－スラブ橋の

施工に適します。鋼桶の外ケーブル補強にも適用可能です。
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ホ□－スラブ橋への
適用概念図
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房存ひび勤れを燭じ、ひび謬れ霧空廠饗を庖止させる

たわみの圃虜

１
ひび割れ殉繁による漸寄物圃の厳醐籾．痩謝霧吹姓の

一途比
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窟爵しなも，Ｃ冊口を瑠婿、定麿効には”潅妨編端贋を群潟
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一般的荷重条件下での概念図です。
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ＣＦＲＰプレート緊張接着による既設コンクリート構造物の補強工法

アウトプレート工法
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●工場生産した高強度炭素繊維プレート

　

工場生産のため均質、高品質

●工場で鋼製定着体を取付けたプレハブプレート

脚の鰯 紙鵬工期の細

アウトプレート
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アウトプレート瀦岡張装置

麟体
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新開発の専用小型特殊ジャッキとアタッチメントを用
し、ることで、既設躯体を利用して重機を用し、ずに簡易
にスピーディーに緊張作業が可能。
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（アウトプレート搬入．セット）
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アウトフレート緊張状況
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本工法は、ドーピー建設工業（株）、日鉄ケミカル＆マテリアル（株）、（株）国際建設技術研究所が共同で開発いたしました。
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・アウトプレートの性能
強化繊維種類 高強度炭素繊維・ガラス繊維 高強度炭素繊維・ガラス繊維
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ご注意とお願い

　

本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を脱明するためのもの、いわゆる「参考値」であり、個剛契約等で合意された「規格」の規定事項として明記されたもの以外は、保証を意味するも

　

のではありません。

　

本賞料に記載されている事項の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますのでご了承下さい。

　

また．これらの情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の”情報については、各担当部署にお問い合わせ下さい。

　

本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮下さい。


